
- 16 - 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 飯塚照代 

『虹の会』とは 

 虹の会は知的障がいの青年サークルです。

（平均年齢２７歳・現在９名） 

 会が発足した頃は、障がいをもつ子どもた

ちにたいする福祉サービスは不十分で、特別

支援学校（高校）を卒業すると一般企業や作

業所に通う以外は人との交流の機会がほとん

どない状況でした。休日も外出することが少

なく、生活のほとんどを家庭内で過ごしてい

ました。そこで、余暇活動を通して仲間を作

り、地域の中の中に溶け込んで心豊かに過ご

させたいと思い、子どもたちが高校在学中に

母親を中心に虹の会を発足させました。平成

１３年４月のことでした。 

 発足当初、高校生だった青年たちは、現在

は一般企業、福祉作業所、そして福祉サービ

ス事業に通いながら、「民芸歌舞団 荒馬座」

の準座員のボランティア指導のもと、月２回

の太鼓の練習をし、不定期ではありますが、

老人ホームでの慰問演奏、その他団体での出

演演奏をおこない、練習の成果を披露してい

ます。その他、清掃奉仕、日帰り旅行やカラ

オケで大好きな歌を熱唱するなど、充実した

生活を過ごしています。 

 また、保護者は太鼓演奏をいっしょにする

のは勿論ですが、全国組織の「手をつなぐ親

の会」に所属するとともに、運営資金ねん出

のために月２回の小物づくりをおこない、年 

 

１回の福祉バザーで出店、販売などの活動を

しています。 

その後の歩み 

 １０組の親子で発足し、当初の５か月間は

音楽教師の指導のもと、音楽リズムや季節ご

との歌、童謡、流行歌などを歌っていました

が、言語の出ない仲間や、音程などの壁にぶ

つかり断念いたしました。そこで会員の一人

が活動していた藤岡子ども劇場の自主活動の

「太鼓部」（のちに「藤岡元気太鼓」）の仲間

に加わり、太鼓の練習を始めました。１年後

には、前橋でおこなわれた「全国障がい者問

題研究会」の青年期教育全国集会でオープニ

ング演奏をすることができました。 

当初はいろいろと不安もありましたが、し

だいに皆といっしょに演奏することの楽しさ

を実感し、それを地域の人々に伝えることに

喜びを感じるようになりました。それからと

いうもの、じょうずに演奏することよりも楽

しむことが大切だと考え、一丸となることが

できました。初めての演奏会で自信もでき、

地域でも数々の演奏をおこなっています。 

 この仲間づくりの成果として、ＪＲの「旅

プレゼント」の招待で上野動物園や鉄道文化

むらに行くなど、太鼓以外の活動も活発にな

りました。 

・・・さまざまな文化活動を紹介するページ・・・ 

知的障がい青年サークル 

虹の会 
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クローズアップ  ボランティア 中里澄子 

 「船が出るぞー」「オーッ！」『ヤーレンソ

ーランソーラン・・・・・・』虹の会の十八

番「大漁祝い太鼓」の始まりです。ソーラン

節、輝け囃子、元気囃子、そしてぶち合わせ

太鼓の４曲で構成した約１２分の演奏です。 

練習の時も出演の時もいつも全力投球の演奏

です。こんな彼らの活動の中心になっている

太鼓の練習の様子をズームアップしてみます。 

 道具（ばち）を使いこなすことは子どもた

ちにとって簡単なことではありません。そこ

で自身の体で表現できる踊りも取り入れまし

た。それがソーラン節です。ここで大きな声

を出して皆を引っ張っているのは一人の女の

子。１番から４番までの歌詞の３番目の「男

度胸は五尺のからだ～」と跳ねる場面では、

高らかな掛け声で仲間をリードします。普段

は言葉が少ない彼女ですがこのときばかりは、

互いの顔を見合わせ、息を合わせて「はーッ、

どっこいしょ、どっこいしょ」と大きな声で

歌い続けます。彼女を含め、皆が自分の得意

な部分を思い切り表現して自分を解放してい

る姿に胸を打たれます。 

 さていよいよ太鼓です。口伝通りに叩ける

人、叩けない人、音を出してはいけない部分

ではしっかり止められる人などさまざま。皆

が同じに表現はできないが気持ちは揃ってい

ます。「ワッショイ、ワッショイ、ワッショイ、

ソーレッ」と太鼓の周りをまわっての交替打

ちは彼らから自然発生的に生まれ、他の太鼓

サークルでも採用されるようになりました。

３人で一つの太鼓を叩きますが、後ろで待つ

人は叩き手を踊って応援しながら「さあ、次

は僕の番だぞ」とアイコンタクトを送ってい

ます。みごとなチームワークです。最後、ぶ

ち合わせ太鼓の「打ち上げ」は全員の叩き合

いで気分は最高潮となり、叩き終えると体中

が達成感に包まれます。 

 少しは「かっこいいとこ見せたい」気持ち

はあるのかと思いますが、いざ演奏が始まる

とひたすら演奏しています。「練習だから力を

抜く」なんてことはしません。長年の活動で

身に付けた踊りや太鼓演奏の技は体の一部に

なっているようです。今は、戸惑う母を指導

する場面や兄弟姉妹を面倒見るように仲間を

気遣う様子も見られ、太鼓の練習を通し、彼

らが成長していることがわかります。そんな

彼らの姿をほんとうに頼もしく、そして嬉し

く思います。私たちボランティアもまた彼ら

に育てられ成長している感じです。 

   頑張るぞ！エイエイオー！

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
練習風景  

虹の会太鼓活動日  

毎月第２、第４土曜日 13～14 時  

藤岡市緑埜  農業研修センター  

問合せ  飯塚照代  0274-23-6029 

 

ボランティア募集します  

手芸、おしゃべりが好きな人  

時間が空いている人、どなたでも  

毎月第 2、第 4 水曜日 10～12 時  

藤岡公民館１階和室  

 

写真は農業研修センターでの練習風景  


